
NOSAIがお勧りする]崚方式は? 水稲。麦。大豆共済からのお畑Bせ

メリット

「全相殺方式 9割補償」を推奨 しています。

では、全相殺方式には、どのような特徴があるのでしよう ?

ここでは、メリットとデメリットについて紹介しますので、今後のカロ入方式選択の参考にしてくだ

さい。

JA等への過去 5年間の出荷実績を基に力8入者ごとの基準収穫量を設

定します。

損害評価もカロ入者ごとの当年産の出荷実績データを基に評価しますので、個人ごとの実績に

沿つた非常に明瞭な共済金支払いができます。

また、補償が大きいので、特に大きな災害が起きた場合は、他の引受方式よりも大き

な補償を受けることができます。

令和 2年 フ月蒙雨で被害を受けた耕地 ウンカによる被害を受けた耕地

補l賞が大きくなるため、掛金が高くなります。また、カロ入者ごとの補償のため、

被害がなかつた耕地で増収となった場合、被害耕地の減収量が相殺されるため、共済金が

お支払いできない場合があります。

※なお、一筆ごとに半分以上の被害があった場合は、共済金をお支払いできるという一筆半損

特約を付加することができます。

イノンシによる被害を受けた耕地

以上のような特徴がありますが、多発している大規模災害を考えると、補償も大きく損害評価も明

瞭な全相殺方式 9割補償をお勧めします。、

令和4年度から水稲・菱。大豆共済の
「一筆方式Jは廃止されます!
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令和 4年産水稲 。麦・大豆共済では、耕地ごとに補償する一筆方式が廃止されます。

ここでは、特に一筆方式への力日入が多い水稲其済を例に、令和 4年産以降も力日入できる引受方

式について説明していきます。

それでは、今後加入する引受方式について考えていきましょう !

※ 令和3年産の水稲。大豆は、「一筆方式」に加入できますのでご注意ください !

力ll入できる引受方式は次の表のとおりです。

なお、大豆共済に災害収入其済方式はありません。

○令和 4年産以降に加入できる引受方式

※引受方式の詳しい説明は、最寄りのNOSAIへ お問い合わせください。

HINOKUNIa HINOKUNI a

はじりに

今琴田4年産メ路の水未浩共済でカロ入で声る]I身方式は?

デメリット

引 受 方 式 補 償 割 合 補償内容 ※最大補償割合選択の場合

全相殺方式
7・ 8・ 9害」

から選択

農家ごとに 1割を超える被害 (減収)を補償します。

最近 5カ年、 JAなどにほば全量出荷していて、今後

も出荷する方が加入できます。また、青色申告の実績

を基に加入できます。なお、令和4年産からは、白色

申告の実績を基に加入できるように緩和されます。

災害収入共済方式
7・ 8・ 9害」

から選択

農家ごとに品質を加味した生産金額の 1割を超える被

害 (生産金額の減少)を補償します。最近 5カ年」A
などにほば全量出荷していて、今後も出荷する方が加

入できます。

半相殺方式
6・ フ・ 8割

から選択

農家ごとに2割を超える被害 (減収)を補償します。

耕地ごとに決められた基準収穫量を農家単位で合算

し、引受と評価を行います。被害申告のない耕地は基

準収穫量と同じ収穫量として計算します。

地域インデックス方式
7・ 8・ 9害」

から選択

国が公表する市町村単位の統計単収 (10a当 たり収

量)が、平年比の 1割を超える被害(減収)を補償しま

す。最近 5カ年の続計単収を基準に引受収量を決定し

ます。

なお、個人の減収だけでは共済金が支払われない場合

もあります。
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【収入保険にご加入の皆さまへ】

★お知らせ①★

国税庁から新型コロナウイルスの感染拡大を防ぐため、個人事業者の令和 2年分の∞ 態

されたことが発表されました。

収入保険における税務申告書類等の提出期限については、原則として税務申告の期限の日から1

月以内と定めておりますので 5月 17日まで延長 となります。

★お知らせ②☆

確定申告 (青色申告)の前に、NOSAIで令和 2年度分保険金見込額 (雑収入)の算定を随時実

施しています。令和 2年度の青色申告で計上する「販売金額等」が確定した方は、NOSAlに保険

金見込額の算定依頼をしていただきますよう、お願いいたします。

令和元年度のカロ入と保険金等支払実績  ※実績はいずれも熊本県

令和 2年度の加入実績

令和 3年度の加入実績 (3/22現在)

青色申告を行つている方には、収入保険をお勧め しています。

収入保険では、これまでに紹介した引受方式では補償できない、「コロナの影響で出荷できなく

なった場合」や「加入者や従業員などのケガや病気で収穫できなくなった場合」など「農業

者の努力だけでは避けられない収入減少まで補償します」ので特にお勧めしています。

(例)10a当たりの農業収入金額を10万円とした場合の農業者が負担する掛金

なお、別途、手数料が必要ですのでご注意ください。

収入保険の農業者負担掛金

保険料 積立金 合 計

777円 2,250円 3,027円

積立金は、保険金の支払いがなかつた場合、翌年に持ち越されます。補償金額に変更がなけれ

ば、翌年にお支払いする掛金は、「保険料のフ77円」となります。

また、積立金はカロ入者のお金ですから、解約したときはお返しします。

引受方式 農業者負担掛金

全相殺方式 9割補償 1,898円

災害収入共済方式 9割補償 1,962円

半相殺方式 8割補償 742円

地域インデックス方式 9割補償 708円

※NOSAい長本のホームページに、「水稲共済の補償タイプ選択
チャート」を作成しています。ぜひ参考にしてください。

NOSAI熊 本

比較したとおり、力8入 1年目では積立金の影響で収入保険の負担が多いですが、 2年目以降にな

ると、補償が大きくても推卜金は同等か安くなります。

青色申告している方は、収入保険への力B入をご検討ください !

○水稲共済金の支払実績

○収入保険の保険金支払実綾

加入者数 補償限度額 (千円) 支払保険金 (円)

89フ 12,910,043 476,966,000

収入保険では、他の農産物も含まれていますので単純な比較はできませんが、

大きな補償ができて、保険金も多く支払われている状況です。

次ページに収入保険の詳しい保険金支払実績等を掲載しています。
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つなぎ融資の実績 【令和3年 3月 までの熊本県の実績】

収入採1呂貧とそのイ也]隣方式の難卜全比較

0 0

4月 15日 (木 )確定申告期限 5月 17日 (月 )保険金請求期限

支払対象者率

②/①

加入者数

①

補償限度額

(千円)

保険金等支払

対象者数

②

保険金等支払額

(千円)

476,9Q6 26.4%897 12,910,044 237

制度スダー ト1年目は、新型コロナの

発生前にもかかわらず、約 4億 7千万

円|の保険金お支払しヽとなりました。

加入者数
補償限度額

(千円)

令和 2年度加入者

の保険金等の請求

受付中です1,396 21,887,892

加入者数
補償眼度額

(千円)

令和 3年度の法人

の加入申請受付中

です2,123 32,833,807

「つなぎ融資Jの申請を随時受付中です。

収入裸1険と水箱共済の共済金支|ム比較 (今オ囁年度実働
融資額

(千円)

融資件数

82 244,740
随時受付中です一

保険金等を受け取る前に、資金が必要

な方は、「つなぎ融資」を受けることが

できます。
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加入者数 補償金額 (千円) 支払共済金 (円 )

25,231 17,753,048 435,032,938

税務関係書類へのマイナンバーの記載と本人確認

個人の皆さまが税務署へ申告書や申請書等を提出する際には、毎回、マイナンバーの記載と本人確認書類の提示又は写

しの添付が必要です。

なお、e― Taxを利用して申告書や申請書等を提出する場合、本人確認書類の提示又は写しの提出が不要となりますの

で、是非ご利用ください。

詳しくは、国税庁ホームページのトップページ (https:〃www.nta.go.,p又 は 国税庁 [医靱
にある「社会保障・

税番号制度 (マイナンバー)」 をご覧ください。

国税局よりお矢□らせ

色 HINOKUNI HINOKUNI a
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◆
は
じ
め
に

熊
本
県
で
の
農
業
機
械
等
に
よ
る
農
作
業

死
亡
事
故
は
、
こ
こ
数
年
減
少
傾
向
で
す
。

事
故
の
要
因
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
高
齢

者
に
よ
る
事
故
は
近
年
増
え
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

◆

震
作
業
は
死
亡
事
故
が
多
い

農
作
業
で
は
、
他
の
産
業
と
比
較
し
て
も

死
亡
事
故
が
多
く
、
建
設
業
と
比
べ
て
も
約

３
倍
の
死
亡
率
で
非
常
に
高
い
状
況
で
す
。

◆
事
故
の
ダ
イ
プ
と
そ
の
要
因

①
ト
ラ
ク
タ
ト
等
の
整
備
不
足
や
操
作
ミ
ス

が
、
転
落

・
横
転

・
追
突
の
事
故
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。

農
林
水
産
省
の
最
新
の
調
査
デ
ー
ダ
に

よ
る
と
、
令
和
元
年
で
２
８
１
人
の
方
々

が
、
農
作
業
中
の
事
故
で
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
。
農
作
業
中
の
死
亡
事
故
は
、　
一
般

交
通
事
故
の
約
６
倍
に
も
及
び
ま
す
。

◇
は
じ
め
に

子
牛
の
頭
部
や
頚
部
に
白
色
円
形
の
脱
毛

が
で
き
て
い
る
の
を
目
に
し
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？
こ
れ
は
真
菌
と
う
い
う
カ
ビ
が

皮
膚
に
感
染
し
て
起
こ
る
皮
膚
真
菌
症

（皮

膚
糸
状
菌
症
）
と
い
う
病
気
で
す
。
強
い
か

ゆ
み
を
起
こ
す
こ
と
で
、
子
牛
に
さ
ま
ざ
ま

な
悪
影
響
を
及
ば
し
ま
す
。
ま
た
、
ヒ
ト
の

皮
膚

へ
も
感
染
す
る
の
で
、
十
分
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

◇
症
状

写
真
の
よ
う
に
病
変
部
は
白
色
化
し
ま

す
。
ま
た
、
脱
毛
や
大
量
の
フ
ケ
も
伴
い
ま

す
。
好
発
部
位
は
顔
面

（特
に
眼
の
周
囲
）

②

公
道
で
の
農
機
の
交
通
事
故
は
、
大
き

く
分
け
る
と
単
独
事
故
と
他
の
車
両
か
ら

の
追
突
事
故
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

目
凹
団

１
．
用
水
路
等
へ
の
転
落

道
路
環
境
等
が
悪
い
こ
と
に
よ
り
、
運

転
操
作
ミ
ス
で
田
畑
や
用
水
路
等
へ
転
落

す
る
事
故
。

２
．
傾
斜
地
で
の
横
転
等

農
機
は
通
常
の
車
に
比
べ
重
心
が
高
い

た
め
、
傾
斜
地
等
で
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て

横
転
す
る
事
故
、
ま
た
は
、
傾
斜
地
等
で

自
然
に
動
き
始
め
た
農
機
に
ひ
か
れ
る
事

故
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

の
他
、
耳
の
付
け
根
、
頚
部
、
胸
部
で
す
。

重
症
化
す
る
と
白
色
脱
毛
が
体
全
体
に
拡
大

し
ま
す
が
、
不
思
議
な
こ
と
に
四
肢
に
は
広

が
り
ま
せ
ん
。

か
ゆ
み
が
強
く
出
る
た
め
、
子
牛
の
食
欲

が
減
退
し
、
増
体
が
低
下
し
て
し
ま
い
ま
す
。

見
た
目
の
悪
さ
や
増
体
の
低
下
は
、
市
場
価

値
の
低
下
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
原
因
を

把
握
し
、
治
療
と
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◇
原
因

こ
の
病
気
は
、
梅
雨
時
期
な
ど
の
真
菌
が

元
気
に
な
る
時
期
に
多
く
発
生
し
ま
す
。
近

年
、
飼
養
規
模
の
拡
大
に
伴
い
、
回
ボ

ッ
ト

哺
乳
機
を
用
い
た
大
量
群
飼
育
や
、
育
成
牛

を
過
密
で
飼
養
し
て
い
る
の
を
目
に
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ア」
う
い
っ
た
環
境
で
は
、

年
か
ら
牛

へ
と
あ
っ
と
い
う
間
に
感
染
し
て

し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、　
一
度
牛
舎
内
で
発
生

し
て
し
ま
う
と
牛
合
の
柱
や
飼
槽
、
構
造
物

な
ど
を
介
し
て
間
接
的
に
感
染
し
て
し
ま
う

た
め
根
絶
が
困
難
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

◇
治
療
と
予
防

も
し
由
色
脱
毛
が
で
き
て
い
る
牛
を
見
か

け
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
獣
医
師
に
相
談
し
ま

し
よ
う
。
早
期
か
つ
適
切
な
治
療
が
大
切
な

の
で
、
見
つ
け
た
場
合
は
、
遠
慮
な
く
ご
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

予
防
も
重
要
で
す
。
真
菌
は
、
免
疫
力
が

昌
夜
間
等
に
お
け
る
追
突

夜
間
は
後
続
車
か
ら
農
機
が

に
く
い
た
め
、
追
突
事
故
が
起
き
や
す

な

っ
て
い
ま
す
。

昼
間
の
ト
ン
ネ

ル
内
で
も
追
突

事
故
の
事
例
が

あ
り
ま
す
”

ま
た
、

◆

事
故
防
止
の
対
策

公
道
で
の
農
機
に
よ
る
交

の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
確
実
な
運
転
操
作
と
ブ
レ
■
キ
連
結
め

確
認
　
　
　
　
　
　
　
　
・務
一ドす
●

就業人口 10万人当たり死亡者数の推移

農業

75 建設業

156

54

― ―――― ―金産業 一 ―――   ―――一 ―

(人 )

ひ  ふ しん きん しょう

「皮膚真菌症
ひ  ふ  し じょう きん しょう

14  15  14  13

H29 H30   Rl

17  151フ   19  16  1フ   16(皮膚糸状菌症)

とこつし出て」
について考えていきましょう。 丼上 文博 獣医自雨

回

豊
纏
発
要
釜
潮
葬
に
つ
い
て

H21  H22  H23  H24  H25  H26  H2フ   H28

死亡者数 農 業 :農作業死亡事故調査 (農水省 )

他産業 :死亡災害報告 (厚労省 )

就業人口 農 業 :農林業センサス、農業構造動態調査 (農水省 )

他産業 :労働力調査 (総務省 )

家畜診療所 菊池支所

しヽのうえ ふみひろ 熊
本
県
農
林
水
産
部
生
産
経
営
局
農
業
技
術
課
　
由辰
業
革
新
支
援
セ
ン
ダ
ー
　
堀
　
孝
弘

要因別の死亡事故発生状況 (令和元年 )

その他 18人

木等の高所

乗用型 トラクター

80人 (?859o)

281人ほ場 道路

歩行型 トラ

動力刈払機 7人 (26。 る)

その他 台2人
(11:4,bl.

農作業死亡事故調査 (農水省 )

②
安
全
キ
ャ
ブ

・
フ
レ
ー
ム

ト
ベ
ル
ト
の
着
用

聟aキ ヤ7

鑢 フレーム

③
ラ
ン
プ
類
や
低
速
車
マ
■
ク
の
取
り
付
け

低
下
し
て
し
ま
っ
た
個
体
に
感
染
し
や
す
い

の
で
、
子
牛
の
栄
養
状
態
を
高
め
、
ス
ト
レ

ス
な
く
飼
養
す
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
す
。

真
菌
は
牛
舎
か
ら
、
な
か
な
か
い
な
く
な
っ

て
く
れ
ま
せ
ん
。
真
菌
が
感
染
で
き
な
い
よ

う
な
強
い
子
牛
を
育
て
ま
し
よ
う
。

ま
た
、
真
菌
は
牛
合
の
構
造
物
な
ど
を
介

し
て
広
が
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
週
１
回
程

度
、
牛
合
や
餌
槽
周
り
の
柱
を
水
拭
き
す
る

だ
け
で
も
発
生
予
防
に
な
る
と
の
報
告
も
あ

り
ま
す
。

こ
の
他
、
肺
炎
や
中
耳
炎
な
ど
の
発
生
が

多
く
み
ら
れ
る
週
密
飼
養
牛
合
で
は
、
牛
群

全
体
の
免
疫
力
が
低
下
し
て
い
る
た
め
、
皮

膚
真
菌
症
の
発
生
も
多
い
傾
向
に
あ
る
と
感

じ
ま
す
。
「最
近
、
皮
膚
病
の
牛
が
増
え
て

き
た
な
」
と
感
じ
た
と
き
は
、
他
の
病
気
が

増
え
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
頭
に
入

れ
、
栄
養
状
態

・
飼
養
密
度
な
ど
を
、
も
う

一
度
見
直
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

輪
奪

■
推

テ

a

の
農
漏
セ
ツ
＝
． ′
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診療所だより
今回は

機械 施設以外の作業

に係る事故
80人 (285%)

農業機械作業に係る事故

184人 (655%)

韓中症 20人

(103,お ,

農業用施設作業
に係る事故

17人 (60%)

EEEマ ーク
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①妻と子ども2人の4人家族

②水稲 (無農薬)250″、サツマイモ25″

毎日一生懸命頑張つている組合員さんに

お聞きしました。

生産管理して家族と過ごす
やまさか  まさひろ

山坂 匡弘さん鬱フ歳)

①両親と妻の4人家族

②水稲190府、WCS120″、ミニトマト20藤

目指すは牛―買経営
たけうち  ゆうや

竹内 雄哉さん¢フ歳)

南阿蘇が好き
すずき  たかお           さちこ

鈴 木  高 男 さん(53歳 )・ 妻 幸 子 さん (48歳 )

′１

熊
本
県
立
農
業
大
学
校
を
卒
業
後
に

就
農
し
て
今
年
で
ア
年
目
に
な
り
ま
す
。

就
農
当
初
は
、
両
親
の
指
導
を
受
け

て
栽
培
技
術
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
他

に
も
消
防
団
や
青
壮
年
部
の
先
輩
方
か

ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
り
、
情
報
交

換
し
た
り
し
て
学
ん
で
き
ま
し
た
。
皆

さ
ん
の
お
か
げ
も
あ
り
、
現
在
で
は
、
ミ

ニ
ト
マ
ト
栽
培
を
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

４
年
ほ
ど
前
に
環
境
制
御
装
置
を
導

入
し
た
こ
と
で
、
収
穫
量
が
増
加
し
ま

し
た
。
ま
た
、
自
動
化
し
た
こ
と
で
従

業
員
の
育
成
に
も
時
間
を
か
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
効
率
的
な
作
業
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
経
営
の
基
礎
を
作

っ
て
く

れ
た
両
親
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
、
栽
培
や
労
務
管
理
を
し
っ
か
り
と

行

っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
余
裕
が

で
き
た
ら
家
族
と
の
時
間
に
充
て
た
い

で
す
ね
。

雄
大
な
南
阿
蘇
で
の
生
渚
に
憧
れ
て
、

静
岡
県
か
ら
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。
近

所
の
農
家
の
手
伝
い
に
始
ま
り
、
２
年
半

の
研
修
を
経
て
、
就
農
し
ま
し
た
。

現
在
は
、
無
農
薬
栽
培
の
水
稲
と
、

自
家
製
サ
ツ
マ
イ
モ
を
加
工
し
て
、
主

に
イ
ン
ダ
ー
ネ
ッ
ト
で
販
売
し
て
い
ま

す
。
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
の
影
響
で
、
イ
ン

ダ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
注
文
が
増
え
、
お
客

さ
ま
か
ら

「お
い
し
か
っ
た
」
と
た
く

さ
ん
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
自

分
た
ち
が
作

っ
た
食
材
を
買
っ
て
い
た

だ
き
、
さ
ら
に
感
想
ま
で
い
た
だ
け

て
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

基
盤
整
備
さ
れ
て
い
な
い
水
田
で
の

無
農
薬
栽
培
は
、
と
て
も
労
力
が
か
か

り
ま
す
。
山
に
日
ま
れ
て
い
る
た
め
、

獣
害
も
あ
り
ま
す
。
大
規
模
化
は
難
し

い
で
す
が
、
耕
作
放
棄
地
を
少
し
で
も

減
ら
す
た
め
、
可
能
な
限
り
規
模
を
拡

大
し
た
い
で
す
。

専
門
学
校
を
卒
業
後
、
飲
食
店
で
４

年
間
、
自
衛
官
と
し
て
８
年
間
働
い
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
父
が
元
気
な
う

ち
に

一
緒
に
農
業
を
や
り
た
い
と
い
う

思
い
が
強
く
、
３
年
前
に
就
農
し
ま
し

た
。
呪
在
は
、
父
と
妻
と
共
に
営
農
し

て
い
ま
す
。

ミ
ニ
ト
マ
ト
栽
培
で
は
、
ハ
ウ
ス
内

の
環
境
作
り
が
重
要
で
す
。
品
質
の
良

い
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
作
る
た
め
、
栽
培
環

境
の
整
備
を
常
日
ご
ろ
か
ら
心
掛
け
て

い
ま
す
。
収
穫
と
管
理
作
業
に
追
わ
れ

忙
し
い
日
々
で
す
が
、
収
穫
の
喜
び
を

感
じ
る
た
め
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

今
は
、
毎
日
が
忙
し
く
、
休
む
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
時
間
が
で
き
た
ら

家
族
で
温
泉
旅
行
で
も
し
た
い
で
す
ね
。

今
後
の
目
標
は
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
で
全

国
に
自
分
の
名
前
を
売
り
込
む
こ
と
で

す
。
ま
た
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
御
殿
を
建
て

る
と
い
う
さ
ら
な
る
目
標
に
向
か
っ
て

励
ん
で
い
き
ま
す
。

以
前
は
会
社
勤
め
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
両
親
の
後
を
継
ぐ
た
め
、
結
婚
と

同
時
に
就
農
し
ま
し
た
。
現
在
１６
年
目

で
す
。

就
農
当
初
に
台
風
で
ハ
ウ
ス
が
倒
壊

し
た
り
、
作
物
の
病
気
が
発
生
し
た
り

し
て
、
自
然
を
相
手
に
仕
事
を
す
る
難

し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
際
は
、
大

変
で
し
た
が
家
族
で
協
力
し
て
乗
り
切

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

普
段
の
作
業
で
、
特
に
気
を
付
け
て

い
る
こ
と
は
、
病
虫
害
防
除
と
ハ
ウ
ス

内
の
温
度
管
理
で
す
。
管
理
を
怠
る
と

品
質
の
低
下
や
収
量
の
減
少
に
つ
な
が

り
ま
す
。
品
質
の
良
い
野
菜
が
作
れ
る

よ
う
し
っ
か
り
と
管
理
し
て
い
き
た
い

で
す
ね
。

今
後
は
、
収
量
の
増
加
と
品
質
の
向

上
に
励
み
、
収
入
を
安
定
さ
せ
て
い
き

た
い
で
す
。
ま
た
、
消
防
団
の
ラ
ッ
パ

隊
と
し
て
活
動
し
て
い
る
の
で
、
地
域

に
少
し
で
も
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

①両親と妻、子ども2人の6人家族

②ミニトマト120存

トマ ト御殿が日標管理徹底し品質向上ヘ
た なか  しん ご           あさ え

田中 伸悟さんGフ歳)。 妻朝恵さんGフ歳)

よねむら  ひろあき

米村 明哲さん

“

3歳 )

①両親と妻、子ども2人の6人家族
②水稲130府、ミニトマト50府、
アンジェレトマト29庸

感謝の気持ちで営農
あかいけ  あい き

赤池 憂喜さん檸8歳)

①祖母と両親の4人家族
②繁殖牛フ頭、育成牛4頭、子牛2頭

大
学
を
卒
業
後
、
両
親
の
肥
育
牛
経

営
を
継
ぐ
た
め
に
帰
熊
し
、
３
年
間
、

両
親
を
手
伝
い
な
が
ら
経
営
に
つ
い
て

勉
強
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
間
、
新
し
い

こ
と
に
挑
戦
し
た
い
思
い
も
あ
っ
た
の

で
、
昨
年
１１
月
に
畜
合
を
新
築
し
、
繁

殖
牛
経
営
を
始
め
ま
し
た
。

繁
殖
で
は
、
肥
育
と
は
違
う
飼
料
配

合
や
、
子
牛
の
血
統
な
ど
難
し
い
こ
と

が
多
い
の
で
、
先
輩
方
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
な
が
ら
試
行
錯
誤
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
事
務
所
が
な
い
の
で
母
牛
の

分
娩
時
は
、
車
中
泊
を
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

今
は
、
趣
味
よ
り
も
仕
事
を
優
先
し

て
い
ま
す
が
、
休
日
は
、
ド
ラ
イ
ブ
や
シ

ョ
ツ
ピ
ン
グ
で
息
坂
き
を
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
繁
殖
牛
５０
頭
ま
で
の
増
頭

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
繁
殖
か
ら

肥
育
ま
で
の

一
員
経
営
も
目
標
に
し
て

頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

介
護
施
設
で
働
い
て
い
ま
し
た
が
、

３
年
前
に
退
職
し
、
就
農
し
ま
し
た
。

き
っ
か
け
は
、
父
か
ら

「農
業
を
手
伝

っ
て
く
れ
な
い
か
」
と
言
わ
れ
た
こ
と

で
し
た
。

メ
ロ
ン
栽
培
で
は
、
消
費
者
に

「お

い
し
い
」
と
言
わ
れ
る
も
の
を
作
る
た

め
、
ハ
ウ
ス
内
の
温
度
管
理
と
病
虫
害

防
除
の
徹
底
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
ま

た
、
父
や
Ｊ
Ａ
指
導
員
か
ら
の
ア
ド
バ

イ
ス
も
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
栽
培
技

術
の
向
上
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

休
日
は
、
家
族
と
出
か
け
た
り
、
ゴ

ル
フ
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
最
近

は
、
自
宅
で
、
子
ど
も
た
ち
と
楽
し
く

過
ご
す
時
間
が
増
え
ま
し
た
。

今
後
も
、
周
囲
の
方
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
で
す

ね
。
そ
し
て
、
さ
ら
な
る
品
質
向
上
に

励
み
、
安
全
で
お
い
し
い
作
物
を
消
費

者
へ
届
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

①両親と妻、子ども2人の6人家族
②水稲200「 、メロン35藤、キュウリ15τ

~、

ズッキーニ15藤

①家族構成 ②経営内容
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